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放課後こども教室では、特定廃棄物埋立情報館リプルンふくしまの皆さんと毎月活動をしており、6

月は分光万華鏡を作りました。 

まず初めに電磁波の性質や、生活の中のどこに使われているかなど、教えていただきました。私たち

の気づかないところで電磁波が使われていることに驚きました。 

 

リプルンふくしまの皆さんと分光万華鏡作り‼ 

大学生とデイキャンプに挑戦 

 

福島大学災害ボランティアセンターの皆さんと、６月２０日（土）にデイキャンプを行いました。 

今回は“自分のことは自分でできるようにする”を目標に、友達と協力しながらテントの設置や火

起こし、昼食作りに取り組みました。初めてデイキャンプに参加する児童も多く、薪を割ったり、マッ

チで火をつけたりなど普段できない体験ができて良かったです。これからも色々なことにチャレンジ

してみたいと思える１日でした!! 

 

始まりの挨拶と今日の目標を確認 

協力してテントを立てました 

薪割りや火起こしは
お手の物です！ 

キーマカレーサンドを作りました！ 
火力の調節が難しかったです       

巨大シャボン玉や 
クイズで大盛り上がり！ 

万華鏡は、分光シートとラップの芯を使って作りました。分

光シートには細かい溝が刻まれており、光がこの溝を通ると、

光の波長ごとに分解し虹色に見せる特徴があります。今回の万

華鏡はこの特徴を利用して、光を見ると虹色に輝くような仕組

みになっています。 

 子どもたちは、完成した万華鏡を覗いては楽しそうにお友達

と見せ合っていました。 
上手にできました♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問合せ先】 楢葉町地域学校協働センター（楢葉小学校 1 階）  髙木・渡部 

T E L：（直通）070 – 7421 – 5156 （生涯まなび課）0240 – 25 – 2492  

MAIL：kyoudou-n@town.naraha.lg.jp 

 

楢葉遠隔技術開発センター（NARREC）のみなさんに、出張教

室をしていただきました。今回はロボットマスターという車型のロ

ボットと、ドローンの操作体験をしました。 

ロボットマスターは、タブレットを使い操作しました。画面には

ロボットについているカメラの映像が映し出されており、自分で見

えている景色と違うので、操作が難しかったです。 

ドローンは、数か所のポイントを目指して機体を操作しました。

操縦するコントローラーが、上下と左右で動かすスティックが異な

るため、慣れるまで大変でした。 

最後には、四足歩行ロボット Spot（スポット）を見せていただ

きました。軽快に歩き、スムーズに階段を登ったりする様子に子ど

もたちは驚いていました。貴重な体験ができて良かったです。ご協

力いただいた職員の皆さん、ありがとうございました！ 

職員の鈴木さんに、エサのつけ方や竿の使い方を教えていただ

きました。鮎だけでなく、ウグイやハゼの仲間が釣れました。 

ガサガサ網漁では、エビだけでなくチチブやオタマジャクシが

捕れました。中には５㎝を超えるエビもいました。 

 

活動の最後には、木戸川で捕れた鮎とエビの素揚げ

をいただきました。鮎は身が柔らかく、エビは大きく食

べ応えもあって、子どもたちは夢中で食べていました。 

今回の活動で、多くの生き物に触れて、新しい発見を

得ることができました。また、参加したいという声も多

くありました。木戸川漁業協同組合の皆さん、ありがと

うございました！ 

木戸川漁業協同組合の皆さんのご協力のもと、７月１１日（土）に鮎釣り体

験をしました。そして今回は、ガサガサ網漁でエビ捕りも一緒に行いました。 

 


